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中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
四

i也

田

正

六
章
善
応
寺
と
文
芸
活
動

善
応
寺
に
関
わ
る
僧
た
ち
の
文
芸
活
動
を
取
り
上

げ
て
み
た
い
。
蓋
ロ
応
寺
閉
山
の
別
源
円
旨
は
同
時
代

の
雪
村
友
梅
、
江
戸
期
の
良
寛
と
共
に
北
越
の
三
詩

僧
と
呼
ば
れ
、
多
く
の
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。

男

作
品
集
と
し
て
は
在
元
中
の
寸
南
町
集
」
と
帰
国
後

の
寸
東
帰
集
」
が
あ
る
。
ま
た
当
時
代
の
漢
詩
の
百

*
犯

人
一
首
(
横
川
景
一
二
撲
)
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
別
源
の
代
表
作
と
し
て
善
応
寺
で
の
「
可
休
亭

に
題
す
」
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
詩
は
『
五
山
詩
僧

伝
』
の
「
別
源
円
旨
L

の
項
と
『
五
山
文
学
全
集
』

の
「
別
源
円
旨
の
解
題
」
(
双
方
と
も
上
村
観
光
編
著
)

に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
日
本
漢
詩
L

『
日
本
漢
文
学
史
』
『
日
本
漢
詩
鑑
賞
事
典
』
(
猪
口

篤
志
編
)
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
越

前
人
物
志
』
(
福
田
源
三
郎
編
)
、
『
若
越
愛
吟
愛
読
集
』

(
石
橋
重
吉
選
)
、
『
越
前
若
狭
文
学
選
』
(
則
武
三
雄

編
)
の
い
ず
れ
も
が
こ
の
詩
を
落
と
さ
れ
た
こ
と
を

残
念
に
思
う
。

『
朴
堂
和
尚
入
祖
堂
民
主
同
』
に
よ
る
と

野
偽
八
句
、
題
可
休
亭

時
赴
南
禅
東
陵
和
尚
相
招
一
玄

弧
松
三
尺
竹
三
竿
、
招
我
時
々
来
寄
欄
、

綱
同
随
風
斜
入
座
、
軽
煙
箆
日
薄
遮
山
、

沙
田
千
畝
馬
牛
痩
、
野
水
二
渓
鴎
鷺
関
、

自
笑
可
休
々
未
得
、
浮
雲
出
岬
幾
時
還
。

文
和
二
年
発
巳
季
春

住
山
別
源
老
禍
乱
道

越
城
之
主
口
応
者
、
別
源
老
禍
関
祉
之
場
也
、

拙
弟
流
留
五
日
、
室
之
南
隅
有
亭
日
可
休
、

壁
釘
八
句
佳
章
、
詞
味
酸
淡
出
於
自
然
、

古
云
語
不
驚
人
死
不
休
、
是
則
為
我
兄
設

之
者
乎
、
夫
頭
行
尾
従
、
何
不
随
後
市
行

耶
、
伏
乞
昭
之
云
。

路
入
江
辺
見
利
竿
、
長
松
筒
竹
緩
門
蘭
、

床
連
片
石
客
投
宿
、
居
ト
高
栖
人
間
山
、

往
事
蒼
疋
流
水
急
、
禅
心
談
諦
白
雲
関
、

再
歌
調
転
新
豊
曲
、
哩
々
瞬
々
唱
八
還
。

貞
治
戊
申
仲
春
二
十
五
日

前
東
山
月
蓬
円
見
拝
和

別
源
円
旨
の
法
弟
で
あ
る
月
逢
円
見
が
別
源
の
示

寂
の
後
、
貞
治
七
年
春
に
善
応
寺
を
訪
れ
た
。
こ
の

時
、
善
応
寺
の
可
休
亭
に
「
可
休
亭
に
題
す
し
の
偽

額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
と
し
、
こ
れ
に
唱
和
し
た
も

の
で
あ
る
。
双
方
の
詩
と
も
可
休
亭
か
ら
見
た
風
景

が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
訳
で
あ
り
、
善
応
寺
の
所
在

地
の
考
察
に
意
義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
詩
作
が
行
な
わ
れ
た
状
況
を
記
し
て
お
く
。

別
源
の
師
で
あ
る
東
明
慧
日
が
亡
く
な
っ
た
後
、
元

国
よ
り
同
派
の
東
陵
永
弟
、
を
招
蒋
し
た
。
東
陵
は
南

禅
寺
に
入
寺
す
る
に
あ
た
り
、
善
応
寺
に
住
し
て
い
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た
別
源
に
書
を
遣
わ
し
て
、
南
禅
寺
の
首
座
と
し
て

迎
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
時
、
別
源
は
善
応
寺
に
落

ち
着
こ
う
と
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

招
き
に
つ
い
て
の
心
情
を
可
休
亭
で
う
た
い
込
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
因
み
に
義
堂
周
信
は
こ
の
詩
に
寄
せ

て
二
首
唱
和
し
て
い
る
。
『
空
華
集
』
に
よ
れ
ば

和
別
源
師
韻
寄
題
越
州
可
休
亭

暫
向
絡
辺
把
釣
竿
、
興
来
吟
侍
野
亭
関
、

可
休
畢
寛
休
何
日
、
不
出
終
須
出
此
山
、

天
上
好
風
催
駕
急
、
水
中
名
月
対
人
閑
、

後
三
十
載
成
追
憶
、
姻
際
斜
陽
一
烏
還
。
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可
休
亭
畔
帰
休
日
、
吟
未
曾
休
興
未
閥
、

詩
髪
鋪
残
呉
地
雪
、
痩
容
官
何
出
越
郷
山
、

限
州
夢
断
長
庚
暁
、
古
洞
春
深
暮
景
関
、

喜
見
諸
郎
相
次
起
、
光
生
書
一
錦
幾
回
還
。

こ
こ
で
禅
林
文
学
の
流
れ
に
触
れ
て
お
く
。
ま
ず

古
典
主
義
的
な
流
れ
で
あ
り
、
虎
関
師
錬
、
雪
村
友

梅
が
属
す
る
。
次
い
で
古
林
清
茂
に
参
学
し
た
僧
た

ち
に
よ
る
流
れ
で
あ
り
、
来
日
し
た
中
国
僧
の
竺
仙

党
俸
を
中
心
と
し
て
別
源
を
始
め
、
石
室
善
玖
、
不

問
契
問
、
物
外
可
什
、
天
岸
恵
広
が
属
す
る
。
も
う

一
つ
は
大
慧
派
の
流
れ
で
あ
り
、
中
厳
円
月
が
属
す

池
田

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
剛 る

。
後
に
、
こ
れ
ら
の
流
れ
を
綜
合
化
し
て
ゆ
き
、
稿
」
な
ど
が
あ
る
。

義
堂
周
信
、
絶
海
中
津
に
よ
り
禅
林
文
学
の
絶
頂
期
臆
雪
鷹
濁
も
多
く
の
詩
作
を
行
な
っ
た
よ
う
で
あ

を
迎
、
え
る
。
別
源
は
古
林
派
に
属
す
る
が
、
留
学
僧
り
、
「
櫨
雪
辻
町
集
」
を
残
し
て
い
る
。

た
ち
の
仲
間
と
し
て
、
中
厳
円
月
、
雪
村
友
梅
、
明
少
し
観
点
が
変
わ
る
が
「
幻
雲
文
集
」
に
よ
る
と

極
楚
俊
、
物
外
可
什
、
天
岸
恵
広
を
持
ち
、
大
慧
派
扇
面
鳳
風
。
為
龍
伯
侍
者
題
。

を
も
学
び
取
り
な
が
ら
人
脈
の
輪
を
広
げ
て
ゆ
き
、
鳳
之
興
龍
、
(
中
略
)
瑞
聖
山
中
有
一
人
、
号
目

先
に
挙
げ
た
禅
僧
た
ち
と
関
わ
り
を
持
つ
の
で
あ
る
。
龍
伯
、
龍
伯
乃
人
之
瑞
也
、
其
遊
童
鳳
贈
之
、

そ
し
て
、
別
源
は
中
厳
と
と
も
に
義
堂
や
絶
海
に
先
蓋
以
気
類
之
同
也
、
斤
他
日
養
文
章
翼
、
飛
騰

駆
け
て
、
禅
林
文
学
の
綜
合
化
の
下
地
を
作
り
上
げ
瑞
聖
之
上
、
則
喚
作
人
龍
乎
、
喚
作
僧
鳳
子
、

て

い

っ

た

。

祝

々

。

そ
の
他
、
善
応
寺
と
関
わ
り
が
あ
る
僧
の
文
芸
活
と
あ
る
。
当
時
の
禅
寺
は
中
国
帰
り
の
僧
が
集
う
場

動

に

つ

い

て

少

し

触

れ

て

お

く

。

で

あ

り

、

い

わ

ば

洋

行

帰

り

の

イ

ン

テ

リ

l
文
化
人

玉
岡
如
金
は
師
で
あ
る
別
源
の
人
脈
を
受
け
継
ぎ
、
の
集
団
で
あ
っ
た
。
当
時
の
最
新
の
高
い
文
化
を
持

さ
ら
に
広
く
詩
作
活
動
を
行
な
っ
て
い
た
ら
し
く
、
ち
帰
り
、
詩
文
は
も
と
よ
り
芸
術
、
学
術
全
般
に
至

義
堂
周
信
の
「
空
華
集
」
「
空
華
日
用
工
夫
略
集
」
な
る
幅
広
い
文
化
伝
道
者
達
の
サ
ロ
ン
を
形
成
し
て
い

ど
か
ら
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
詩
文
集
と
し
て
た
。
瑞
聖
は
善
応
寺
の
山
号
で
あ
り
、
善
応
寺
も
ま

は
天
境
霊
致
と
洞
春
庵
で
詩
の
唱
和
を
行
な
っ
た
時
た
文
化
人
た
ち
の
サ
ロ
ン
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が

の
作
品
集
を
収
め
た
「
洞
裏
春
風
集
」
が
あ
っ
た
が
、
伺
え
る
。
(
龍
伯
に
つ
い
て
『
鹿
苑
目
録
』
の
天
正
十

残
念
な
が
ら
現
在
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
七
年
か
ら
慶
長
十
七
年
に
か
け
て
、
連
句
に
通
じ
た

月
舟
寿
桂
は
前
述
し
た
よ
う
に
宏
智
派
で
は
な
い
龍
伯
集
熔
|
瑞
春
院
が
登
場
し
て
い
る
が
、
同
一
人

が
、
善
応
寺
及
び
越
前
宏
智
派
と
の
関
わ
り
が
深
い
物
で
あ
る
か
ど
う
か
検
討
を
要
対
る
。
)

の
で
取
り
上
げ
て
お
く
。
月
舟
の
作
品
集
と
し
て
は
余
談
で
は
あ
る
が
『
蔭
涼
軒
目
録
』
の
文
明
十
九

*

叩

拍

*

B

犯

*

m

品

*

羽

「
月
舟
和
尚
語
録
」
「
幻
雲
文
集
」
「
幻
雲
稿
L

「
幻
雲
詩
年
四
月
十
四
日
の
条
に
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守
林
院
持
圏
扇
一
柄
来
、
口
之
越
前
摩
詞
羅

一五々
。

と
あ
る
。
摩
詞
羅
は
真
柄
の
当
て
字
で
あ
り
、
当
地

が
竹
工
芸
ロ
聞
の
産
地
で
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

真
柄
は
善
応
寺
と
同
じ
今
南
西
郡
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
前
述
の
禅
僧
た
ち
の
文
芸
活
動
の
ニ

l
ズ
に
も

応
じ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

*
M
品
『
五
山
文
学
全
集
』
第
一
巻
M
M
a
H
j

*

お

『

続

群

書

類

従

』

第

十

二

輯

上

自

g

*
拘
束
大
資
料
編
纂
所
蔵
本
の
複
写

建
仁
寺
両
足
院
蔵
本
の
写
し

そ
の
他
『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
二
十
六

H
U
ω
]
{
坦

* * * * 40 39 38 37 

同
第
六
編
之
三
十
二

「
東
山
諸
派
古
徳
像
賛
仏
事
」
に
所
載

『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻

『
統
群
書
類
従
』
第
十
三
輯
上

『
五
山
文
学
新
集
』
別
巻
二

『
鹿
苑
目
録
』
総
索
引

可]戸∞
N

]
U
ω
白
日

司
N
U白

司
H
H
A
H
-

E
S
i
 

七
章
善
応
寺
と
祇
箇
社
領
杉
前
三
ケ
村

宏
智
派
の
長
松
乗
彰
は
祇
園
社
(
京
都
八
坂
神
社
)

の
社
領
で
あ
っ
た
杉
前
三
ケ
村
(
武
生
市
杉
崎
町
あ

た
り
を
比
定
)
内
に
軒
を
興
し
た
清
隆
軒
乗
彰
と
、

同
一
人
物
で
な
い
か
と
い
う
点
か
ら
論
を
起
こ
す
。

長
松
乗
彰
に
つ
い
て
『
扶
桑
五
山
記
』
に
よ
る
と

(

乗

揺

)

(

天

文

)

二
百
八
十
一
世
、
長
松
影
、
三
住
、
同
六
年
、

山
門
継
天
、
道

蓄
東
輝
、
江
湖

斎
原
、

と
あ
り
、
天
文
六
年
に
建
仁
寺
の
第
二
百
八
十
一
世

と
な
り
、
三
住
し
て
い
る
。
『
鹿
苑
目
録
』
に
は

天
文
六
年
六
月
十
九
日

乗
彰
西
堂
建
仁
公
文
書
立
御
貼
申
也
。
前
住
真

如
。
号
ハ
長
松
。
越
前
居
住
人
也
。

二
十
日

乗
彰
西
堂
建
仁
公
文
出
来
。

二
十
一
日

乗
彰
西
堂
建
仁
公
文
遣
蔭
涼
也
。

二
十
三
日

長
松
彰
和
尚
公
文
礼
壱
縄
来
。

天
文
八
年
九
月
六
日

自
建
仁
十
如
和
尚
豊
首
座
為
使
来
。
洞
春
院
競

長
松
。
誇
ハ
乗
彰
。
建
仁
入
寺
勤
之
。
諸
山
疏

白
何
寺
出
哉
。
目
子
持
来
。
此
彰
西
堂
者
天
文

六
六
月
廿
日
仁
為
居
公
文
取
之
。

十
一
日

長
松
和
尚
誇
彰
。
建
仁
入
寺
之
公
帖
書
立
遣
蔭

涼
也
。

十
九
日

長
松
禾
上
公
文
自
諏
信
方
持
セ
来
失
。
即
遣
蔭

涼
也
。

廿
日

又
長
松
入
院
公
文
御
判
出
。
則
明
日
廿
一
目
。

以
侍
衣
可
遺
之
旨
申
定
也
。

廿
三
日

建
仁
長
松
和
尚
持
入
寺
併
事
来
。
一
見
而
還
失
。

公
文
雄
武
緒
納
之
。

廿
六
日

継
天
西
堂
持
山
門
疏
来
。
一
見
而
還
之
。

廿
九
日

継
天
西
堂
来
。
不
遇

晦
日

帰
以
侍
衣
告
継
天
諸
疏
可
除
前
席
真
如
之
字
。

達
上
聞
之
問
。
私
車
馬
無
覚
悟
也
。
申
放
也
。

又
遣
状
爾
云
。
継
天
来
而
云
。
愚
意
諾
之
云
々
。

又
建
仁
第
一
座
昌
春
首
座
甲
利
越
前
善
応
寺
公

帖
懇
望
也
。
即
主
目
立
遺
蔭
涼
軒
也
。
日
付
八
月

廿
六
日
。
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十

月

九

日

東

林

と

騒

雪

は

い

ず

れ

も

善

応

寺

の

住

持

と

な

っ

て

赴
建
仁
入
院
。
(
中
略
)
聞
大
関
静
。
赴
法
堂
。
い
る
。
よ
っ
て
、
長
松
の
善
応
寺
の
入
寺
の
資
料
は

帖
・
山
門
疏
・
諸
山
疏
・
道
奮
・
江
湖
。
(
下
略
)
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
住
持
に
な
っ
た
可
能
性
が

十

日

高

い

と

考

え

ら

れ

る

。

昌
春
首
座
公
文
趨
。
公
文
銭
五
貫
文
納
之
。
次
い
で
清
障
軒
乗
彰
を
み
て
み
る
。
清
障
軒
乗
彰

天

文

九

年

六

月

九

日

に

つ

い

て

の

資

料

は

『

八

坂

神

社

文

書

』

に

散

見

さ

長
松
和
尚
南
禅
公
帖
白
日
野
殿
直
ニ
被
申
請
れ
、
主
要
な
文
面
の
み
稿
末
に
「
八
坂
神
社
文
書
に

云
々
。
非
功
徳
也
。
只
以
御
憐
殿
山
無
官
銭
云
々
。
み
る
清
障
軒
関
係
文
書
一
覧
」
と
し
て
載
せ
た
。
清

正
乾
両
帖
備
子
上
意
一
覧
云
々
。
明
日
可
被
仰
障
軒
乗
彰
書
状
が
三
通
、
清
障
軒
乗
影
宛
の
書
状
案

出
云
々
。
長
松
和
尚
御
判
未
被
出
云
々
。
未
童
日
が
一
一
通
、
清
障
軒
の
文
言
が
み
ら
れ
る
も
の
三
通
、

公

文

云

々

。

礼

銭

五

貫

百

来

。

関

連

す

る

文

書

三

通

を

取

り

上

げ

た

。

表

は

年

代

順

と
あ
り
、
長
松
の
本
拠
地
は
越
前
で
あ
っ
た
こ
と
が
に
配
列
し
た
が
、
紀
年
が
不
明
な
も
の
は
筆
者
の
想

判
る
。
そ
し
て
南
禅
寺
の
公
帖
を
望
ん
だ
が
果
た
せ
定
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
沿
っ
て
配
置
し
て
み
た
。
こ

な

か

っ

た

よ

う

だ

。

こ

で

判

明

し

た

こ

と

を

列

記

す

る

。

と
こ
ろ
で
長
松
は
東
林
如
春
に
法
を
嗣
ぎ
、
塩
雪

a
、
こ
れ
ら
の
書
状
が
祇
園
社
に
あ
る
か
ら
に
は
祇

鷹
濁
は
法
兄
に
あ
た
る
。
そ
し
て
五
章
の
「
東
林
如
園
社
領
た
る
杉
前
三
ケ
村
内
に
清
障
軒
乗
彰
領
が
あ

春
」
で
記
し
た
よ
う
に
東
林
は
晩
年
に
は
善
応
寺
に
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
恐
ら
く
清
障
軒
が
当
地

帰
り
、
如
意
軒
を
聞
き
、
そ
こ
で
延
徳
三
年
に
示
寂
を
買
地
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
た
。
櫨
雪
も
始
め
善
応
寺
の
住
持
と
な
り
、
後
に

b
、
清
障
軒
が
祇
園
杜
領
杉
前
三
ケ
村
の
領
家
職
を

建
仁
寺
に
八
住
し
、
後
年
に
は
越
前
に
帰
っ
た
。
代
官
請
け
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
恐
ら
く
束
林
は

c
、
清
瞳
軒
が
祇
園
社
と
の
聞
で
年
貢
累
積
未
払
い

示
寂
す
る
ま
で
善
応
寺
で
法
嗣
で
あ
る
櫨
雪
と
長
松
問
題
を
起
こ
し
た
こ
と
。

な
ど
を
育
成
、
指
導
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

d
、
祇
園
社
は
こ
の
問
題
を
朝
倉
氏
被
官
の
魚
住
氏

池
田

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
側

に
働
き
か
け
て
処
理
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
。

次
い
で
長
松
乗
彰
と
清
隆
軒
乗
彰
が
同
一
人
物
で

あ
る
と
す
る
根
拠
を
挙
げ
て
み
た
い
。

a
、
長
松
乗
影
と
清
障
軒
乗
彰
と
法
詳
が
同
一
で
あ

る
こ
〉
」
。

b
、
長
松
乗
影
が
建
仁
寺
の
公
帖
を
得
た
の
が
天
文

六
年
と
八
年
で
、
少
な
く
と
も
同
九
年
ま
で
在
京
し

て
い
る
。
一
方
、
八
坂
神
社
文
書
に
み
ら
れ
る
清
嘩

軒
乗
彰
に
関
す
る
記
述
は
天
文
三
年
か
ら
弘
治
二
年

の
期
間
で
あ
り
、
双
方
の
活
動
時
期
が
重
な
る
こ
と
。

c
、
共
に
越
前
の
居
住
人
で
経
済
力
を
有
し
て
い
た

こ
と
。
即
ち
清
瞳
軒
乗
彰
は
祇
園
社
領
杉
前
三
ケ
村

を
代
官
請
け
す
る
程
の
経
済
力
を
有
し
て
い
た
。
ま

た
長
松
乗
彰
は
越
前
の
居
住
人
で
、
五
山
の
公
帖
を

得
る
程
の
経
済
力
を
有
し
て
い
た
。

d
、
長
松
と
清
障
軒
の
行
動
闘
が
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ

す
る
こ
と
。
即
ち
前
述
し
た
よ
う
に
長
松
は
善
応
寺

で
東
林
に
育
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
清
晦

軒
が
杉
前
三
ケ
村
内
に
買
地
し
た
こ
と
。
後
述
す
る

が
善
応
寺
は
砥
園
社
領
杉
前
三
ケ
村
を
代
官
請
け
し

て
い
た
か
ら
、
善
応
寺
と
杉
前
三
ケ
村
は
距
離
的
に

は
比
較
的
近
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
。

以
上
を
整
理
す
る
と
長
松
善
応
寺
杉
前
三
ケ
村
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ー

清

嘩

軒

の

関

係

図

式

が

成

り

立

つ

。

善

応

寺

事

、

委

細

此

方

之

様

件

、

備

後

殿

可

被

申

入

候

。

e
、

長

松

と

清

嘩

軒

の

人

脈

圏

が

オ

ー

バ

ー

ラ

ッ

プ

宝

寿

院

御

坊

中

鷹

粛

と

あ

る

。

備

後

殿

と

は

前

出

の

魚

住

氏

の

こ

と

で

あ

す
る
こ
と
。
即
ち
月
舟
に
付
き
従
い
『
月
舟
和
尚
語
送
進
杉
前
公
用
銭
七
貫
文
、
御
請
取
を
被
召
候
る
。
こ
れ
は
祇
園
社
か
ら
の
書
状
に
対
す
る
返
書
で

録
』
の
記
録
者
で
も
あ
っ
た
継
天
は
、
当
然
な
が
ら
て
可
給
候
、
去
年
請
取
未
給
候
、
同
可
給
候
、
あ
り
、
祇
園
社
か
ら
周
瑠
に
、
清
障
軒
の
こ
と
を
何

善
応
寺
に
も
滞
在
し
た
筈
で
あ
る
。
こ
の
継
天
は
朝
こ
3

の
御
領
事
、
今
時
分
御
奉
書
御
下
候
事
か
働
き
か
け
を
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
年

倉
氏
の
家
臣
で
あ
る
魚
住
景
宗
の
養
子
で
あ
る
。
魚
ハ
、
可
然
之
由
申
候
、
又
御
守
牛
玉
等
、
去
年
に
は
善
応
寺
が
祇
園
社
領
を
代
官
請
け
し
て
い
た
と

住
氏
は
一
乗
谷
奉
行
を
世
襲
す
る
家
柄
で
あ
り
、
と
ハ
御
下
候
、
当
年
未
不
給
候
、
此
便
宜
ニ
御
守
み
ら
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
周
瑠
も
善
応
寺
の
僧
で
あ

り
わ
け
代
々
、
祇
園
社
へ
の
取
り
次
ぎ
役
を
務
め
て
三
口
、
牛
玉
十
枚
候
へ
く
候
、
御
状
之
事
ハ
是
り
、
清
臨
時
軒
の
上
寺
に
あ
た
る
(
推
定
で
あ
る
が
)

お
り
、
祇
園
社
領
杉
前
三
ケ
村
と
は
関
わ
り
が
深
い
ま
て
も
調
可
進
候
、
返
々
此
便
宜
ニ
三
月
之
日
善
応
寺
に
、
働
き
か
け
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す

家
系
で
あ
る
。
そ
し
て
長
松
の
再
住
時
に
建
仁
寺
の
付
ま
て
御
下
可
給
候
、
委
細
重
而
可
申
入
れ
候
、
資
料
で
は
あ
る
ま
い
か
。
(
因
み
に
こ
の
周
瑠
は
永
禄

山

門

疏

を

撰

し

て

お

り

、

ま

た

騒

雪

や

長

松

と

共

に

恐

々

謹

言

。

五

年

の

一

乗

谷

曲

水

宴

に

も

席

を

連

ね

て

い

り

)

相

い

前

後

し

て

建

仁

寺

の

住

持

と

も

な

り

、

言

わ

ば

卯

月

二

日

鷹

粛

(

花

押

)

以

上

を

整

理

し

て

み

る

。

越

前

宏

知

日

派

の

仲

間

内

で

あ

っ

た

。

以

上

を

整

理

す

宝

寿

院

御

坊

中

始

め

祇

園

社

は

杉

前

三

ケ

村

に

雑

掌

を

置

い

て

直

る
と
清
晦
軒
乗
彰
杉
前
三
ケ
村
l
魚
住
氏
|
継
天
こ
の
書
状
は
善
応
寺
鷹
粛
か
ら
祇
園
社
の
執
行
職
接
下
地
を
支
配
し
て
い
た
。
し
か
し
天
文
年
間
に
は

|
長
松
の
関
係
図
式
が
成
り
立
つ
。
で
あ
る
宝
寿
院
へ
の
杉
前
の
七
貫
文
の
年
貢
送
進
状
長
松
が
杉
前
三
ケ
村
内
に
清
嘩
軒
を
構
え
、
砥
国
社

因
み
に
八
坂
神
社
に
は
清
障
軒
乗
彰
の
花
押
入
り
で
あ
る
。
し
か
し
紀
年
が
不
明
で
あ
り
、
か
つ
鷹
粛
領
内
に
買
地
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
砥
園

の
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
長
松
の
筆
跡
が
何
処
に
つ
い
て
の
資
料
を
欠
く
た
め
年
代
を
特
定
で
き
な
社
領
杉
前
三
ケ
村
の
領
家
職
を
代
官
請
け
し
て
い
た

か
に
存
在
す
れ
ば
、
こ
の
間
題
を
確
定
で
き
る
。
ぃ
。
文
面
か
ら
は
善
応
寺
が
祇
園
社
か
ら
杉
前
三
ケ
が
、
後
年
に
な
っ
て
祇
園
社
と
の
問
で
年
貢
累
積
未

以
上
、
確
定
的
な
論
拠
は
見
い
出
せ
な
か
っ
た
が
、
村
の
領
家
職
を
代
官
請
け
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
払
い
問
題
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
穏
便
な
処
理
で
済
ま

は
ぼ
長
松
と
清
障
軒
が
同
一
人
物
と
み
な
せ
る
も
の
し
か
し
当
文
書
に
は
清
障
軒
の
文
言
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
う
と
の
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
か
、
祇
園
社
か
ら
上

と

考

え

て

い

る

。

恐

ら

く

こ

の

頃

に

は

清

障

軒

の

一

件

は

け

り

が

付

い

寺

た

る

善

応

寺

に

話

が

持

ち

込

ま

れ

、

清

障

軒

に

替

次
い
で
菩
応
寺
と
杉
前
三
ケ
村
と
の
関
係
を
み
て
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
民
主
町
状
」
は
わ
り
、
善
応
寺
が
領
家
職
を
代
官
請
け
す
る
こ
と
に

み
る
。
「
善
応
寺
鷹
粛
書
札
」
に
は
芳
礼
令
拝
披
候
、
(
中
略
)
就
中
清
障
軒
公
用
之
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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以
上
は
善
応
寺
の
寺
領
拡
大
の
一
つ
の
事
例
で
あ

り
、
益
百
応
寺
と
杉
前
三
ケ
村
が
長
松
(
清
障
軒
)
を

介
し
て
関
わ
り
合
う
プ
ロ
セ
ス
が
伺
え
る
。

*
H
U
『
鹿
苑
目
録
』
第
一
巻
句
N
U
U

第
二
巻

2--a/富由

*
位
『
八
坂
神
社
文
書
』
下
文
書
番
号

g
g

八
坂
神
社
社
務
所
昭
和
十
五
年
発
行

*
必
『
八
坂
神
社
文
書
』
下
文
書
番
号

5
5

*
川
叫
『
読
群
書
類
従
』
第
十
五
輯
下
呂
田
日

ち
な
み
に
『
朝
倉
叢
書
』
の
「
朝
倉
始
末
記
」
で

は
同
詩
を
月
銀
、
『
朝
倉
家
録
』
の
「
朝
倉
軍
談
」
で

は
月
錯
、
『
北
陸
七
国
志
L

で
は
月
錯
の
作
と
し
て
い

マ
匂
。
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八
章
善
応
寺
の
所
在
地
と
吉
祥
寺
に
つ
い
て

①
善
応
寺
の
所
在
地
の
検
討

善
応
寺
の
所
在
地
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た

い
。
善
応
寺
の
所
在
地
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
既

に
記
し
た
よ
う
に
、
主
口
応
寺
は
今
南
西
郡
内
に
あ
っ

た
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、
ま
た
「
越
城
の
善
応
」
の

記
述
か
ら
み
て
府
中
近
傍
に
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ

る
。
よ
っ
て
善
応
寺
の
所
在
地
は
武
生
市
の
東
部
に

絞
り
込
め
る
。
さ
ら
に
善
応
寺
と
祇
園
社
領
杉
前
三

池
田

中
世
禅
宗
寺
院

越
前
善
応
寺
に
つ
い
て
側 ケ

村
は
関
わ
り
合
い
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
の
手
が
加
え
ら
れ
た
名
残
を
と
ど
め
て
い
た
。

善
応
寺
の
所
在
地
は
杉
前
三
ケ
村
を
含
む
近
辺
に
ま

e
、
d
よ
り
東
方
に
せ
り
出
し
た
小
さ
な
丘
の
上
は

で

絞

り

込

め

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

整

地

さ

れ

、

田

地

よ

り

約

3
m
の
高
き
で
約
四

O
O

一
方
、
杉
崎
山
(
岩
内
山
)
の
北
東
山
麓
の
武
生
平
方
米
程
の
広
き
で
あ
る
。
(
こ
の
場
所
は
日
当
た
り

市
杉
崎
町
三
十
九
字
西
大
御
堂
は
通
称
、
大
御
堂
と
も
よ
く
、
眺
望
の
き
く
好
点
で
あ
り
、
「
朴
堂
和
尚
語

呼
ば
れ
、
織
田
信
長
に
よ
り
滅
ほ
さ
れ
た
と
の
伝
承
録
」
に
記
さ
れ
た
亭
の
位
置
、
即
ち
可
休
亭
か
ら
詠

を
持
つ
中
世
の
寺
院
遺
跡
で
あ
る
。
こ
の
遺
跡
は
以
み
込
ま
れ
た
情
景
に
も
合
致
す
る
場
所
と
考
え
ら
れ
、

下
の
よ
う
な
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。
筆
者
は
こ
こ
が
可
休
亭
の
旧
地
と
推
定
し
て
い
る
。
)

a
、
杉
崎
山
の
南
北
に
伸
び
る
主
峰
の
北
端
部
東
側

f
、

a
と

e
を
結
ぶ

d
の
山
裾
に
は
二
十
米
程
の
長

の
湾
曲
状
の
山
裾
を
切
り
開
い
た
堂
地
は
、
北
高
南
き
の
連
絡
路
を
想
定
さ
れ
る
開
削
段
跡
が
あ
っ
た
。

低
で

l
m
位
の
段
差
で
二
段
に
造
成
さ
れ
、
北
側
の
筆
者
は
こ
の
遺
跡
は
善
応
寺
の
遺
跡
で
は
な
か
っ

上
段
部
が
約
五
五

O
平
方
米
、
南
側
の
下
段
部
が
約
た
か
と
推
定
し
て
い
る
。
し
か
し
残
念
な
が
ら
北
陸

三
五

O
平
方
米
で
、
西
方
斜
面
は
数
段
の
法
が
取
ら
高
速
道
路
建
設
に
よ
り
こ
の
遺
跡
は
破
壊
さ
れ
、
発

れ

て

い

る

。

掘

に

よ

る

証

明

の

道

は

閉

ざ

さ

れ

た

。

た

だ

し

「

こ

b
、

a
の
東
方
で
約
1
・
5
m
低
い
田
地
(
小
字
大
の
遺
跡
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
墓
石
が
少

御
堂
約
九

O
O平
方
米
)
は
鋤
起
こ
し
時
に
数
ケ
所
、
し
離
れ
た
沼
田
に
投
入
さ
れ
、
園
場
整
備
事
業
の
際

土
中
に
障
害
物
が
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
礎
石
に
発
見
さ
れ
た
が
埋
め
一
反
さ
れ
た
」
と
の
話
に
か
す

が

あ

っ

た

と

み

ら

れ

る

。

か

な

望

み

を

つ

な

ぐ

も

の

で

あ

る

。

c
、

a
に
隣
接
す
る
東
北
位
の
山
裾
に
は
墓
地
が
あ
余
談
で
は
あ
る
が
、
堂
地
西
方
の
山
上
に
は
地
蔵

っ
た
と
み
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
五
輪
の
堂
が
あ
り
、
平
安
末
期
の
一
木
造
り
地
蔵
立
像
が
伝

塔

が

目

撃

さ

れ

て

い

る

。

来

し

て

い

る

。

当

遺

跡

と

の

関

わ

り

も

考

え

ら

れ

る

o

d
、

a
の
南
方
一
帯
の
比
較
的
な
だ
ら
か
な
山
腹
は
一
方
、
善
応
寺
が
福
井
県
の
何
処
か
に
残
っ
て
い

付
帯
施
設
が
有
っ
た
こ
と
が
想
起
さ
れ
、
所
々
に
人
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
少
し
頁
を
さ
き
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た
い
。
『
国
史
大
辞
典
』
の
別
源
円
旨
の
項
に
は

善
応
寺
(
福
井
県
大
飯
郡
大
飯
町
)

吉
祥
寺
(
跡
、
同
小
浜
市
)

と
記
し
て
い
る
。

し
か
し
『
越
前
若
狭
の
民
俗
事
典
』
に
よ
れ
ば

善
応
寺
大
飯
町
川
上
に
は
、
も
と
歓
喜
寺
と

清
源
寺
の
二
カ
寺
あ
っ
て
、
と
も
に
臨
済
宗
相

国
寺
派
に
属
し
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
歓
喜
寺

住
職
の
転
任
を
機
に
、
両
寺
合
併
の
話
が
持
ち

上
が
り
(
中
略
)
昭
和
三
十
五
年
八
月
つ
い
に

両
寺
を
合
わ
せ
、
寺
号
を
善
応
寺
と
改
め
た
。

と
あ
り
、
恐
ら
く
件
の
善
応
寺
と
は
関
係
が
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
当
寺
の
山
号
は
妙
智
山
で

ふ
め
ヲ
令
。

十
八
巻
六
号

ま
た
『
神
仏
分
離
乳
料
』
に
よ
れ
ば

一

天

台

宗

丹

生

郡

山

中

村

善

応

寺

(
中
略
)

右
十
四
ケ
寺
武
生
引
接
寺
へ
合
併

と
あ
る
。
既
に
廃
寺
と
な
り
、
山
号
も
不
明
で
あ
る
。

②
吉
祥
寺
に
つ
い
て

中
厳
円
月
の
撲
と
な
る
寸
洞
春
庵
別
源
禅
師
定
光

塔
銘
」
で
康
永
年
間
に
創
立
し
た
と
す
る
吉
祥
寺
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

玉
村
竹
二
氏
は
『
五
山
丸
学
』

吉
祥
寺
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。

確
か
に
中
厳
の
撲
と
な
る
塔
銘
の
中
で
の
み
現
わ

れ
る
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
し
別
源
が
越
前

で
関
創
し
た
寺
で
あ
る
な
ら
ば
、
弘
祥
寺
や
善
応
寺

と
共
に
越
前
に
お
け
る
宏
智
派
の
拠
点
と
し
て
位
置

付
け
さ
れ
る
は
ず
で
、
当
然
な
が
ら
史
料
に
現
れ
れ

で
も
よ
い
よ
う
に
思
う
が
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て

越
前
に
は
存
在
し
な
い
と
の
見
方
も
で
き
る
。

別
源
は
弘
祥
寺
創
立
後
の
康
永
年
間
に
肥
後
の
寿

勝
寺
の
第
四
世
と
し
て
赴
い
て
い
る
。
こ
の
寺
は
宏

智
派
の
東
明
慧
日
が
宇
土
市
に
創
立
し
た
。
そ
の
後
、

別
源
の
法
弟
の
東
洲
園
部
が
第
三
世
の
時
、
暦
応
二

年
に
南
朝
方
の
菊
地
氏
の
地
盤
の
合
志
郡
久
米
庄

(
菊
地
郡
湖
水
町
豊
水
)
に
寺
基
を
移
し
て
、
大
友

氏
が
被
官
の
合
志
氏
を
開
基
と
し
、
北
朝
が
推
し
進

め
て
い
る
安
国
寺
(
青
原
山
寿
勝
安
国
禅
寺
)
と
し

て
再
興
し
た
。
別
源
の
兄
の
長
綱
は
北
朝
方
の
大
友

氏
の
被
官
と
な
り
、
合
志
郡
真
木
村
に
居
住
し
合
志

氏
を
名
乗
る
と
共
に
、
南
朝
方
の
菊
地
氏
の
本
拠
地

へ
の
大
友
氏
の
切
り
込
み
役
と
な
っ
て
い
る
。
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
大
友
氏
は
宏
智
派
の
主
要
な
外
護

者
で
も
あ
っ
た
。
よ
っ
て
別
源
の
寿
勝
寺
赴
任
は
大

の
中
で
、

上
野
の

友
氏

l
宏
智
派
|
合
志
氏
の
リ
ン
ク
に
別
源
が
加
わ

っ
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
が
別
源
を
肥
後
に
赴
か
せ
た
背
景
で
あ
ん
う
。

こ
の
時
期
よ
り
遡
る
元
徳
二
年
に
別
源
が
一
克
国

よ
り
帰
国
し
て
い
る
。
ま
た
同
年
の
夏
に
中
厳
が
吉

津
亀
(
福
岡
県
)
の
大
友
貞
宗
の
邸
で
初
め
て
対
面

し
て
い
る
。
例
年
の
中
国
か
ら
の
便
船
は
四

i
七
月

に
博
多
に
着
い
て
い
る
の
で
、
別
源
の
帰
国
も
そ
の

よ
う
な
の
例
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
別
源

と
中
厳
が
再
会
を
し
、
別
源
が
中
厳
を
大
友
氏
に
引

き
会
わ
せ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ

を
機
に
中
厳
と
大
友
氏
が
急
速
に
親
し
く
な
っ
て
ゆ

く
の
で
あ
る
。

上
野
利
根
庄
の
吉
祥
寺
は
大
友
氏
の
外
護
に
よ
り
、

別
源
の
親
友
で
あ
る
中
厳
が
関
山
と
な
っ
た
寺
で
あ

る
。
中
厳
は
土
屋
氏
の
出
自
で
あ
り
、
鎌
倉
で
大
友

氏
と
の
私
邸
が
近
く
で
あ
っ
た
縁
も
あ
り
、
パ
イ
プ

を
太
く
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
前
述
の
よ
う
に
別
源
は
既
に
大
友
氏
と
の

パ
イ
プ
を
持
っ
て
い
た
訳
で
あ
る
か
ら
、
別
源
が
大

友
氏
の
所
領
の
上
野
利
根
庄
の
吉
祥
寺
の
関
山
に
請

わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
中
厳
が
別
源
に
花
を
持
た
せ
た
記
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十
八
巻
六
号

述
を
し
た
と
も
考
、
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
別
源
の
塔
銘

で
は
康
永
二
年
頃
に
善
応
寺
と
吉
祥
寺
を
聞
い
た

と
あ
り
、
一
方
、
上
野
吉
祥
寺
の
開
創
は
暦
応
二
年

で
あ
る
。
よ
っ
て
吉
祥
寺
の
創
立
に
関
し
て
四
年
の

聞
き
が
あ
る
が
、
塔
銘
の
記
述
は
暖
昧
な
点
も
あ
り
、

こ
の
説
を
覆
す
程
の
根
拠
と
も
思
え
な
い
。

当
コ
守
じ

勺
叫
A
-

一コロ

ー
、
別
源
の
出
身
に
関
し
補
足
し
て
お
く
。

真
宗
寺
と
折
立
(
美
山
町
)
の
称
名
寺
は
共
に
浄

土
真
宗
高
田
派
で
あ
り
、
か
つ
佐
々
木
盛
綱
を
祖
先

と
す
る
伝
承
を
有
し
て
い
る
。
特
に
真
宗
寺
は
元
は

片
上
庄
の
橋
立
(
鯖
江
市
)
に
あ
り
、
別
源
の
出
自

を
片
上
と
し
て
い
る
点
と
佐
々
木
盛
綱
を
祖
先
と
す

る
点
に
於
い
て
注
目
し
て
み
た
い
。

そ
し
て
橋
立
真
宗
寺
は
河
和
田
、
片
上
、
服
問
、

北
中
山
、
岡
本
、
中
一
向
に
教
線
を
延
ば
し
、
折
立
称

名
寺
と
は
折
立
峠
を
挟
ん
で
高
田
派
の
門
徒
が
分
布

し
て
い
る
。
当
時
の
佐
々
木
氏
の
勢
力
圏
を
反
映
し

て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

2
、
五
章
「
善
応
寺
に
関
わ
る
禅
僧
竺
源
知
育
」

で
伊
州
を
伊
予
と
解
し
た
が
、
伊
賀
の
誤
り
で
あ
っ

た
。
訂
正
さ
せ
て
頂
く
。

*
必
『
国
史
大
辞
典
』
ロ

E由

ω

寸
別
源
円
旨
L

の
項

『
越
前
若
狭
の
民
俗
事
典
』
斎
藤
槻
堂
著

越
前
若
狭
の
民
俗
事
典
刊
行
会

E
H叶
「
議
口
応
寺
」
の
項

『
神
仏
分
離
資
料
』
可
臼
C

「
第
五
巻
福
井
県

越
前
福
井
藩
の
寺
院
廃
合
」

守
日
本
歴
史
新
書
五
山
文
学
』

玉
村
竹
二
著
至
文
堂

H
U

∞
∞
「
第
四
章
元
朝
系
そ
の
一
L

『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
六

3
2

守
中
世
禅
宗
史
の
研
究
』

E
Z
E
N日

『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
合
志
氏
は
佐
々
木
流

の
他
に
、
菊
地
流
と
大
友
氏
被
官
の
中
原
族
竹
迫
氏
も
あ

る
。
北
朝
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
安
国
寺
の
創
立
を
南
朝
側
の

菊
地
流
の
合
志
氏
が
推
し
進
め
る
筈
は
な
く
、
北
朝
側
の

大
友
氏
被
官
の
竹
迫
氏
か
、
同
じ
く
大
友
氏
被
官
の
佐
々

木
流
ム
口
志
氏
を
開
基
と
し
た
方
が
合
理
的
と
い
え
る
。
な

お
当
寺
は
東
明
慧
日
が
閉
山
と
な
り
、
そ
の
後
を
東
明
の

法
嗣
の
月
逢
円
見
、
東
洲
円
部
、
別
源
と
宏
智
派
が
占
め

て
お
り
、
菊
地
氏
と
宏
智
派
と
の
関
わ
り
が
見
ら
れ
な
い

点
か
ら
み
て
も
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

*
印
『
一
向
一
撲
の
研
究
』
井
上
鋭
夫
目
印
。

『
鯖
江
史
檀
』
第
一
集
「
中
世
鯖
江
真
宗
教
団
の
動

* 46 * 47 * 48 * 49 

向
」
重
松
明
久

司一戸

ω

正
誤
表

36 32 19 18 18 17 貢|
中上中下上下 段

18 - 12 22 5 10 2 15 1T 

ま伊得新豊直新豊
二Eコ た予え 後
え な 誤
る。

(伊得洞直洞
削賀な春接春
除 正
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